（プレ・プロポーザル：　申請者情報）
東海広域５大学ベンチャー起業支援：スタートアップ準備資金
プレ・プロポーザル申請書類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日提出
申請者及び所属大学等情報
	研究代表者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ）
	生年月
	

	研究代表者
所属機関・部局・職名
	（機関）　　　　　　　　　　　　　　　　（部局名）　　　　　　　　　　　　　　　（職名）

	住所
	〒

	連絡先
	ＴＥＬ：
ＦＡＸ：
Ｅ－ｍａｉｌ：

	担当者
連絡先
（本件に関する大学等の代表窓口担当者※）
	（職名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （氏名）

	
	（連絡先）ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　
　Ｅ－ｍａｉｌ：



※産学連携本部等の担当者を記入すること。
申請者の研究開発分野・実績情報
	研究開発
分野
	□ライフサイエンス　　□環境・エネルギー　　□ナノテクノロジー・材料　　
□情報通信　　　　　　□その他（　　　　　　）　　　　※該当分野にチェック

	研究開発の
業績
	※本申請における技術シーズに関連した主な研究論文、著書、知的財産権等を記載
※過去に自らの技術シーズを基に起業した実績や、ベンチャー企業に参加した経験があれば記載


	研究開発の
体制

	※本申請における技術シーズの研究開発体制を記載。申請者以外に中心的な役割を担う研究者等が
いる場合は、その研究者の氏名、所属、役職及び役割等についても記載


	他の競争的資金の獲得状況
	□JST START　　　　□JST A-step　　　□JST ﾏｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
□NEDO 研究開発型ベンチャー支援事業　□その他（　　　　　　）
※本申請の技術シーズに関連したものにチェック


（プレ・プロポーザル：　技術シーズ等申請書）　
１．技術シーズの内容　
	技術シーズの名称
	

	
	（公表用）
	※公表可能な技術シーズの名称を記入してください。上記と同様でよければ、上記と同様で可と記入してください。

	内容・特徴
	· これまでに得られている研究成果について、図表等の実験データ(別添可)とともに定量的・具体的に記載
· 本技術シーズが属する技術の背景や動向を踏まえ、現状の問題点や特徴（独創性、新規性）等について記載
· 特許化によらないノウハウやソフトウェア等に関する技術の場合は、その詳細について記載
· 以前（平成28,29年度開始）に申請した場合は、結果（採択・不採択）と成果・対応状況などを記載

	発明（周辺特許を含む）
	発明の名称
	出願番号・特許番号
	発明者
	出願人
	出願日

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	当該技術シーズに関する企業とのアライアンスやライセンス契約等の状況
	· 当該技術シーズに関して、既に企業との間で、共同研究やライセンス契約等がある場合は、その状況について具体的に記載


	社会的課題を踏まえた技術ｼｰｽﾞの革新性および優位性　等
	· 解決すべき社会的課題に対して、当該技術シーズの革新性、社会へ与えるインパクト、他技術との優位性などについて、分かる範囲で簡潔に記載



２．スタートアップ準備資金の使用目的および用途（希望する研究開発計画、調査内容など）
	使用目的
	□研究開発経費　　　　□各種調査経費　　　□その他（　　　　　　）

	希望金額
	○○○万円

	希望する
使用用途

	· 大学の知的財産の実用化に向けた実証検証、安定性試験データ取得、市場調査、特許侵害調査等について記載
· 知的財産の実用化に直接つながらない、基礎的研究要素の強い研究開発計画は不可



※別途、本申請の技術シーズに関する補足説明資料等がある場合は、添付可能
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